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４月26日（月）

ソフトウェア流通業のベクター（ヘラクレス 2656）は、携帯電話サイト開発のテクノバースホールディングス（非上場）を子会社化すると発表。
ベクターはテクノバースホールディングスの代表取締役から、51％超の2,040株以上を譲り受ける見込み。譲渡価格は未定。ベクターは近年携帯電話
向けゲーム事業を強化しており、「恋する私の王子様」など恋愛シュミレーションゲームで多くのユーザーから高評価を得ている。ベクターはテクノ
バースホールディングスの様々なアプリケーション開発資産を活かし、更なる同事業においてビジネス展開を図る。

４月27日（火）

４月28日（水）

株式会社エスネットワークス

精密小型モータ製造の日本電産（東１ 6594）は、子会社でモータ応用製品製造（東２ 6585）の日本電産サーボを株式交換により完全子会社化
すると発表。日本電産サーボ株式１株につき、日本電産株式0.057株が割当交付される。日本電産サーボは日本電産の営業網による活用営業力の強化
を見込め、また両社のエンジニアの相互交流が深まることによる製品開発の効率化・強化や、更に両社の工場や製造設備の有効活用することで生産性
の大幅な向上につなげたい考え。

４月30日（金）

ワイン大手のメルシャン（東１ 2536）は、医薬品原料・健康食品の協和発酵バイオ（非上場）との間で進めてきた原料アルコール事業統合計画の
一環として、メルシャンの原料アルコール販売事業をメルシャン100％子会社である第一アルコール（非上場）に、簡易吸収分割により承継させると
発表。今後協和発酵バイオの当該事業も第一アルコールに統合し、同社を両社の合弁会社として運営する予定。両社は原料アルコール業界内での競争優
位性を確保する狙い。

４月28日（水）

４月29日（木）
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昭和の日

溶接鋼管の住友鋼管（東１ 5457）と総合商社の住友商事（東１ 8053）は、インドネシアの新日本製鐵グループ自動車用鋼管事業会社であるPT. 
Indonesia Nippon Steel Pipe（以下、ＩＮＰ）に対して資本参加すると発表。住友鋼管と住友商事は共同で新持株会社（住友鋼管74.8％、住友商事
25.2％）を設立し、当該新持株会社がＩＮＰの実施する第三者割当増資3,100株を引き受け、発行済株式総数の26.7％を保有する予定。払込価額は
3,100米ドル。


